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論 文 内 容 の 要 旨 
 近年、デンプンなどのバイオマスを原料としたバイオエタノール生産に注目が集まっている。中でも酵母によるエ
タノール発酵を通じたデンプン利用については、大規模な研究が行われている。その一つに、様々な組み合わせの酵










操作による直接エタノール発酵では、表層提示システム A が最も高い発酵能（0.18 g･g-dry-cell－1･h－1）を示し、表








テム B’、B および D を構築し、検討を行った。表層提示システム B’、B、および D は、異なる凝集性を持つにもか
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年、デンプンなどのバイオマスを原料としたバイオエタノール生産に注目が集まっている。中でも酵母によるエ
タノール発酵を通じたデンプン利用については、大規模な研究が行われている。その一つに、様々な組み合わせの酵










操作による直接エタノール発酵では、表層提示システム A が最も高い発酵能（0.18 g･g-dry-cell－1･h－1）を示し、表








システム B’、B および D を構築し、検討を行った。表層提示システム B’、B、および D は、異なる凝集性を持つに
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取り込まれたデンプン粒子が酵素の見かけの基質濃度を増加させ、その結果、表層提示システム B’ と変わらないレ
ベルのエタノール比生産速度を維持できたと考えられる。 
 第３章では前章までの結果を踏まえ、表層提示システム B’ と D について、デンプン粒子・酵母間の表面接触が直
接エタノール発酵に及ぼす効果を検討した。本章で用いたいずれの表層提示システムにおいても、細胞とデンプン粒
子を共に沈殿させる充填培養法では、通常の振とう培養法と比較しエタノール比生産速度は有意に増加した。また、
酵母細胞と同程度の粒子径分布をもつデンプン粒子を用意して発酵試験を行った場合にも、エタノール比生産速度の
有意な上昇が見られた。上記の結果から、デンプン粒子・酵母間の表面接触は、直接発酵において律速因子である見
かけのα-アミラーゼ比活性を増加させるために重要な因子であることがわかった。本研究で得られた知見から総合的
に考えると、工業的スケールで効率的なバイオエタノール生産を行うためには、固体発酵プロセスの開発が今後の課
題といえる。 
 以上のように、本論文は生デンプンからの直接エタノール発酵の高効率化を図るための工学的諸問題に解決の糸口
を与えている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
